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▲バス停を想定した場面▲目線を合わせて声をかけます

▲体験前の講座の様子

認知症になっても安心して暮らせる
田隈を目指して！

～認知症の人への声かけを体験しました～
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さわらまんなかネットって？
参加者の声

　日本における認知症の患者は、2025年には、
高齢者の5人に1人がなると予測されています。
「田隈校区でも、地域で困っている認知症の方
が今後増えるはず。体験形式で認知症について
学びたい」という校区社協の思いから、田隈人
権のまちづくり館、早良第9いきいきセンター、
早良区役所の協力を得て、認知症声かけ体験を
実施しました。
　体験に欠かせない認知症役は、介護・福祉の
事業所ネットワークの「さわらまんなかネット」に
依頼しました。介護・福祉の専門職たちが、自分
たちの経験も踏まえながら、地域で様々な状況
で困っている認知症の方を想定し、認知症役を
演じます。
　当日は、町内会長や民生委員をはじめ、地域の方が40名参加しました。６つのグループに分かれて、体
育館内の６地点にいる認知症役の方に声をかけ、「何かお困りですか」「私、ここの近所なので大丈夫です
よ」など参加者たちの優しい声が体育館内に響き渡りました。
　体験の後には、グループでの振り返りやどんな地域に住みたいかを話し合い、参加者からは「認知症だ
ということをオープンにできる田隈校区にしたい」などの声があがり、今後の目指す姿が見えてきました。

田隈校区

　田隈校区・田村校区・野芥校区の介護・福祉の事業所と
早良第9いきいきセンターにより組織されるネットワーク
です。高齢になっても、障がいがあっても、認知症であっ
てもなくても、安心して暮らせるまちづくりを目指して活
動しています。

●実際に声をかけてみて難しいと思ったが、非常に良い
体験ができました。
●これから地域で声をかけあって、安心して住みやすい
地域にしていきたいです。



▲買い物支援バスに乗ってみんなで買い物へ

原校区社協が全国社会福祉協議会
会長表彰を受賞

『大人のボランティア講座』を開催

外国人介護人材と住民の交流
～地域住民としての絆をはぐくむ～

ふくしのまち福岡 2024年 冬号 No.132  早良区版

この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

　原校区社協は、全町内でふれあいネットワーク活動を実施し、ふ
れあいサロン・子育てサロンといった居場所づくり活動にも取り組
まれています。永年にわたる活発な活動が評価され、このたびの受
賞となりました。
　令和５年度には、スーパーが閉店して買い物にお困りの高齢者を
対象に、近隣の介護事業所と協力して買い物支援バスの運行を始
めました。新たな活動にも取り組まれ、安心のまちづくりに貢献さ
れています。

生活上のよろず相談会 弁護士・行政書士・社会保険労務士が対応いたします。

申込方法：新型コロナウイルス感染拡大予防のため、
　　　　   当面の間、電話による相談受付（要予約）としております。

相 談 内 容
相談できる方
開 催 日 時
会場・問合せ先
相 談 時 間

相続・遺言・生前贈与、後見制度、年金・社会保険等各種相談
早良区にお住まい、もしくは通勤・通学先が早良区の方
毎週火曜日16時～17時30分（祝日、お盆、年末年始を除く）
早良区社協事務所　TEL 832-7383
1名につき30分まで

相談無料

原校区

　原西校区では、ボランティアとして地域で一緒に活動してくれる仲間を募集しています。
　今回、原西公民館・原西校区社協の共催で、地域とつなが
るきっかけづくりとして『大人のボランティア講座』を企画し、
開催しました。
　３日間の講座のうち、１日目は福岡市社協ボランティアセンタ
ー・張氏による講話を通して「ボランティア」についての学びを
深めました。２日目はふれあいサロン活動のお手伝いを通じて
実際にボランティアを体験し、３日目は校区内でご活躍されて
いるボランティア団体の活動紹介と、原西校区でのこれからの
活動について参加者同士意見交換を行ないました。活発な意
見が交わされ、とても有意義な時間となりました。
　新しい仲間をお迎えして、更なる活躍が期待されます。

原西校
区

　少子高齢化に伴う介護の担い手不足が全国的に課題となる中、飯倉校
区の高齢者施設等にも、たくさんの外国の方が介護の仕事で勤務されて
います。
　令和５年１２月11日に、公民館で開催した子育てサロン「いいくらっこ」
のクリスマスイベントに、施設で働く外国人の8名が参加されました。子育
て中のお母さんやボランティアとの交流を深め、お互いの言葉や文化に触
れることで相互理解が進みました。今後も子育てサロン等を通じて交流が
継続される予定です。

飯倉校
区


